
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

　
　
　
　
ー
ー
東
京
の
被
差
別
部
落
と
「
乞
胸
」
部
落
の
場
合
ー
1

六五四三二一
序
　
　
言

被
差
別
部
落
の
定
義
と
江
戸
の
部
落

近
世
賎
民
身
分
基
準

部
落
発
生
学
説

江
戸
幕
府
の
賎
民
部
落
造
り

明
治
被
差
別
民
解
放
令
と
浅
草
「
部
落
し

乞
胸
部
落
と
乞
胸

結
　
　
言

の
解
体
・
近
代
化

荒
井
　
貢
　
次

郎

都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

八
三



東
洋
法
学

，
八
四

序

言

　
東
京
は
、
首
都
と
し
て
・
そ
の
住
民
の
意
志
と
は
．
無
関
係
の
よ
う
に
、
都
市
的
性
格
を
も
つ
地
域
は
．
自
ら
の
周
辺
の
地
域
（
農
、
林

地
）
を
蚕
食
し
．
衛
星
市
・
町
を
呑
み
込
み
つ
っ
異
常
な
膨
脹
を
つ
づ
け
る
こ
と
を
止
め
な
い
。
江
戸
か
ら
東
京
へ
向
っ
て
の
史
的
流
れ

は
、
大
小
、
多
く
の
天
災
・
人
災
の
も
た
ら
す
致
命
的
打
撃
に
打
ち
克
っ
て
，
端
、
う
し
た
堰
を
破
っ
、
て
奔
流
の
よ
う
に
ス
サ
マ
ジ
イ
．
力

強
い
流
れ
を
断
え
ま
な
く
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
東
京
は
、
帝
都
が
設
置
さ
れ
る
基
盤
に
、
既
に
、
江
戸
城
下
町
が
形
成
さ
れ
．
江
戸
府
が
あ
っ
た
。
江
戸
城
は
．
一
二
世
紀
申
葉
に
、

江
戸
重
継
が
、
豪
族
と
し
て
の
館
を
設
け
て
以
来
、
江
戸
城
は
．
三
大
転
機
を
経
て
い
る
。
太
田
道
灌
に
よ
る
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
年
）
の

江
戸
築
城
は
、
土
豪
武
士
の
館
か
ら
中
世
城
郭
の
脱
皮
が
あ
り
、
次
い
で
．
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
年
）
．
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
は
、
近

世
大
城
郭
建
設
と
な
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
、
明
治
天
皇
の
皇
居
決
定
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
城
下
町
も
．
中
世
．
近
世
．

近
代
と
三
転
し
て
い
っ
た
時
代
的
特
徴
を
と
ら
え
て
、
そ
の
変
遷
の
裡
に
階
級
分
裂
の
運
動
は
、
底
辺
に
、
ど
う
い
う
階
層
的
沈
潜
が
あ

っ
た
か
。
こ
こ
に
、
賎
民
の
塑
成
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
か
つ
て
、
拙
稿
と
し
て
「
都
市
行
政
上
に
お

け
る
賎
民
集
落
の
存
在
形
態
」
（
「
東
洋
法
学
」
・
第
四
巻
。
第
二
号
・
収
）
と
「
都
市
部
落
の
近
代
的
変
容
過
程
」
（
「
部
落
問
題
研
究
」
．
第
9
輯

・
収
）
の
二
篇
を
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
ふ
ん
ま
え
て
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
特
に
準
賎
民
集
落
で
あ
る
「
乞
胸
」
の
集

落
を
捕
捉
し
て
、
そ
の
近
世
賎
民
行
政
上
の
位
置
付
け
を
し
て
み
た
い
。



　
東
京
の
被
差
別
部
落
の
「
東
京
」
を
都
市
東
京
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
部
落
は
、
都
市
部
落
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

東
京
を
ば
、
東
京
都
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
都
市
と
農
村
と
を
含
む
こ
と
と
な
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
部
落
も
、
ま
た
、
都
市
「
部
落
」

＋
農
村
「
部
落
」
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
都
市
部
落
に
限
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
綱
　
被
差
別
部
落
の
定
義
と
江
戸
の
部
落

　
（
i
）
　
同
和
間
題
と
同
和
地
区

　
こ
の
被
差
別
部
落
と
は
何
で
あ
る
か
。
部
落
史
文
献
資
料
か
ら
主
な
用
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、
だ
い
た
い
、
次
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

①
特
殊
部
落

②
後
進
部
落

③
　
賎
民
部
落

④
賎
人
部
落

⑤
細
民
部
落

⑥
　
要
保
護
部
落

⑦
未
解
放
部
落

⑧
　
繊
多
・
非
人
部
落

　
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

八
五



　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
　
⑨
　
同
和
関
係
地
区

　
　
⑩
　
同
和
地
区

　
東
京
都
と
「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
政
府
側
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
る
に
．
昭
和
四
〇
年
八
月
コ
欝
、
官
制
同
和
対
策
審
議
会

は
、
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
書
を
も
っ
て
、
政
府
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
六
年
一
二
月
七
臼
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、

こ
の
審
議
会
に
対
し
て
．
「
同
和
地
区
に
関
す
る
社
会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」
に
つ
い
て
諮
問
し
た

の
に
対
す
る
答
申
書
で
あ
る
、

　
な
お
．
「
同
和
対
策
審
議
会
調
査
部
会
報
告
」
で
は
、
同
和
地
区
調
査
報
告
を
依
頼
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
回
答
の
都
県
は
．
岩

手
・
宮
城
・
晦
形
・
東
京
・
神
奈
川
・
宮
崎
の
六
都
県
で
あ
る
、

　
東
京
都
に
つ
い
て
は
．
当
初
、
地
区
を
予
定
し
た
の
は
、

　
　
　
地
区
数
　
　
　
　
戸
　
　
数

　
　
　
　
二
ニ
　
　
　
　
ニ
隔
一
五
三

と
し
た
が
．
そ
の
調
査
報
告
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
東
京
都
は
．
闘
酉
地
方
（
酉
欝
本
）
に
お
け
る
よ
う
な
同
和
事
業
の
必
要
性
は
．
す
で
に
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
，
そ
う
し
て
同
和
事
業

と
い
っ
た
差
別
的
対
策
を
ば
と
ら
ず
．
か
り
に
．
そ
う
し
た
被
差
別
集
落
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
社
会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
ス
ラ
ム

対
策
事
業
に
解
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
点
は
、
都
庁
当
局
の
考
え
と
、
社
会
党
・
共
産
党
を
身
近
に
も
つ
部
落
解
放
同
盟
の
考
え
と
は
、
別
の
立
場
を
も
つ
も
の
と



い
え
る
。
そ
こ
で
、
政
府
の
同
和
問
題
に
関
す
る
認
識
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　
同
和
問
題
の
本
質
把
握
と
し
て
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ

り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団
が
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
、
い
ち
じ
る

し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
、
近
代
社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し
て

重
大
な
社
会
間
題
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
多
数
の
国
民
が
社
会
的
現
実
と
し
て
の
差
別
が
あ
る
た
め
に
一
定
地
域
に
共
同
体
的
集
落
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
最
近
こ
の
集
団
的
居
住
地
域
か
ら
離
脱
し
て
一
般
地
区
に
混
在
す
る
も
の
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
人
び
と
も
、
ま
た
、
そ
の
伝
統
的
集
落
の
出
身
な
る
が
ゆ
え
に
、
陰
に
陽
に
、
身
分
的
差
別
の
あ
つ
か
い
を
う
け
て
い
る
。
集
落
を

っ
く
っ
て
い
る
住
民
は
、
か
っ
て
「
特
殊
部
落
」
、
「
後
進
部
落
」
、
「
細
民
部
落
」
な
ど
蔑
称
で
よ
ば
れ
、
現
在
で
も
「
未
解
放
部
落
」
ま

た
は
、
「
部
落
」
な
ど
と
よ
ば
れ
、
明
ら
か
な
差
別
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
未
解
放
部
落
」
を
ば
、
政
府
は
、

「
同
和
関
係
地
区
」
、
ま
た
は
、
「
同
和
地
区
」
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
前
述
の
答
申
書
に
よ
れ
ば
、

　
　
部
落
差
別
は
、
単
な
る
観
念
の
亡
霊
で
は
な
く
、
現
実
の
社
会
に
実
在
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
い
る
。

　
昭
和
一
〇
年
の
「
中
央
融
和
事
業
協
会
」
が
、
東
京
府
に
依
頼
し
て
調
査
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で
は
、

　
　
　
部
落
所
在
の
町
村
数
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
部
落
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
　
都
市
賎
民
行
攻
吏
の
基
礎
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
東
洋
法
学

　
　
　
戸
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
七
八

　
　
　
人
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
二
囚
八

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
所
在
地
と
部
落
名
は
次
ぎ
の
表
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
東
京
府
〕
　
昭
和
一
〇
年
三
月
現
在

　
　
　
部
落
所
在
地
　
　
　

部
　
落
　
名

粛融劇闘謝鵡闘刷、

刺
ー

r
・
鷺
属
醗
避
…
　
蕨
臆
晶
軟
脳

｝
北
多
摩
郡
府
中
町

グ
　
　
刀
照
翼
寸

ノ
　
　
　
護
禾
率

だ
　
谷
保
村
谷
保

〃

谷
　
　
戸

上｝
ー
…

組

…
組
…
…
…
…

久
留
米
村
下
里
・
田
無
㎜

飛
地

ノノ

東
村
山
村
野
隣

ノノ

砧
村
喜
多
見
　
…

！ノ　ノノ

国
分
寺
村
国
分
寺

，
拝
島
村

二臨

　
　
村

下陣
　　iノ

宿1通

　　東

　　、慧

二都

一

第下
六

区村

　北
　　多

摩
八郡

八
八

東
京
市
板
橋
区
練
馬
南
町
五
丁
目

市
・
郡
別

部
落
数



南
多
摩
郡
多
摩
村
是
政

神

尺

〃
　
多
摩
村
字
蓮
光
寺

万
ケ
台

一

〃
　
堺
村
宇
相
原

〃
　
町
田
町
本
町
田

〃
　
稲
城
村
矢
野
p

〃
　
忠
生
村
下
小
山
田

〃
　
由
井
村
小
比
企

〃
　
元
八
王
子
村

　
　
下
｝
分
方

西
多
摩
郡
霞
村
藤
橋

中
ケ
谷
戸

下
　
　
村

中
　
　
島

一

南
沢
又
ハ
小
沢
谷
戸

福
　
　
岡

η
保

ノノ

〃
今
井

蒙
窪

「
ー
計

一
八

二
〇

南
多
摩
郡

　
　
　
八

酉
多
摩
郡

　
　
　
二

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
臓
多
村
で
あ
る
が
、

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
漏
れ
て
い
る
も
の
に
次
ぎ
の
部
落
が
あ
る
。

　
　
①
新
町
（
台
東
区
）

　
　
②
　
品
川
宿
（
品
川
区
）

　
　
　
　
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

こ
れ
で
東
京
府
下
の
全
部
が
収
録
さ
れ
て
い

八
九



　
　
　
東
洋
法
学

　
③
　
上
赤
塚
村
（
練
馬
区
）

　
④
三
輪
・
三
河
島
（
荒
川
区
）

　
⑤
青
戸
（
葛
飾
区
）

な
ど
が
あ
る
。
非
入
系
の
も
の
に
は
、

⑧⑦⑥⑤④③②①
浅
草
溜
（
台
東
区
）

油
堀
（
江
東
区
）

晶
川
宿
（
晶
川
区
）

鈴
力
森
（
大
田
区
）

代
々
木
村
（
渋
谷
区
）

中
野
村
（
中
野
区
）

酉
巣
鴨
（
豊
島
区
）

前
野
村
（
板
橋
区
）

九
〇

は
、
そ
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
地
方
（
在
方
）
に
散
居
す
る
非
人
（
番
太
）
は
、
相
当
．
多
数
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。

菊
池
山
哉
氏
は
「
別
所
と
特
殊
部
落
の
研
究
」
　
（
吉
川
弘
文
館
版
）
で
は
、
東
京
に
あ
っ
た
中
世
の
特
殊
部
落
を
次
ぎ
の
よ
う
に
挙
げ

　
（
三
）

て
い
る
。

　
①
多
摩
郡
町
田
町



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
づ
く
え

　
　
原
町
田
が
、
江
戸
以
前
に
、
小
机
、
八
王
子
城
を
通
ず
る
街
道
に
発
生
し
た
市
揚
で
あ
り
、
そ
の
前
身
な
の
で
す
か
ら
、
す
く

　
な
く
も
室
町
初
期
へ
遡
る
と
思
う
。

②
多
摩
郡
府
中
町

　
　
府
中
町
の
東
端
、
昔
の
大
井
駅
街
道
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
落
も
南
北
朝
ま
で
遡
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
大
井
駅
ま
で

　
の
途
中
、
布
田
宿
（
旧
地
を
移
転
）
、
喜
多
見
村
、
多
摩
川
上
流
へ
か
け
て
谷
保
村
な
ど
は
配
下
で
す
。

③
　
多
摩
郡
久
留
米
村

　
　
こ
の
部
落
は
、
街
道
に
は
関
係
の
な
い
村
な
の
で
す
が
、
や
は
り
、
古
い
部
落
の
よ
う
で
す
。

④
　
都
内
文
京
区
白
山
町

　
　
小
石
川
植
物
園
の
地
に
お
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
五
代
将
軍
・
綱
吉
が
、
白
山
御
殿
を
造
営
す
る
に
つ
い
て
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
部
落
民
は
、
白
山
神
社
を
残
し
て
、
再
度
、
神
明
町
の
方
へ
移
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
部
落
は
、
「
和
名
抄
∵
豊
島
郡
占
方
郷
（
王
子
方
面
）
の
入
口
を
掘
し
て
居
っ
た
よ
う
で
す
。

⑤
　
都
内
文
京
区
湯
島
妻
恋
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
お
こ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
ぬ
　

　
　
「
和
名
抄
」
・
豊
島
郡
湯
島
郷
の
入
口
を
掘
し
て
居
っ
た
と
こ
ろ
が
妻
恋
坂
で
す
。
湯
島
郷
は
豊
島
駅
と
乗
瀦
駅
と
を
結
ぶ
往
還

　
の
中
問
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
だ

　
　
「
延
宝
江
戸
図
」
に
、
こ
の
地
を
地
獄
谷
と
書
い
て
あ
り
、
「
江
戸
談
」
や
「
江
戸
誌
」
に
志
太
の
小
太
郎
な
る
も
の
が
、
小

　
山
判
官
を
「
つ
ま
恋
が
野
辺
に
引
据
え
て
、
首
打
し
け
り
」
な
ど
と
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る
時
代
、
湯
島
郷
の
長
吏
が
お
っ
た
こ

　
都
市
賎
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史
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礎
考
察
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東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
　
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
駅
路
は
早
く
止
ま
り
、
岩
槻
街
道
が
、
文
明
中
開
通
さ
れ
ま
し
て
、
湯
島
本
郷
は
移
転
し
、
廃
道
同
様

　
　
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
何
時
と
は
な
く
解
消
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

部
落
の
変
遷
に
つ
い
て
．
菊
池
氏
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
武
蔵
の
国
で
鎌
倉
初
期
へ
遡
り
ま
す
も
の
は
、
一
ニ
カ
所
で
す
。
そ
れ
が
室
町
頃
一
六
・
七
カ
所
増
し
ま
し
て
（
こ
の
分
は
ま
だ

　
　
増
す
と
思
わ
れ
ま
す
、
）
三
〇
余
カ
所
と
な
鈴
ま
す
、
南
武
蔵
で
古
郷
に
配
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
落
六
ヵ
所
の
う
ち
．
小
石
川
の
白

　
　
嵐
町
だ
け
が
部
落
と
し
て
残
っ
て
お
参
ま
す
が
、
他
は
何
れ
も
農
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
申
世
己
れ
等
の
領
主
の
没
落
し
た
事

　
　
と
．
皮
作
蜂
親
方
の
指
令
的
依
頼
を
潔
し
と
し
な
い
で
関
係
し
な
か
凸
、
た
事
に
原
因
致
し
ま
し
ょ
う
．
三
千
人
塚
の
関
守
も
皮
作

　
　
り
を
や
っ
て
お
っ
た
形
跡
が
な
い
の
と
、
既
に
獲
物
の
　
い
事
な
ど
が
原
因
し
て
脱
落
し
た
も
の
で
し
・
誤
う
。
他
の
関
屋
で
は
東

　
　
光
寺
が
農
化
し
た
だ
け
で
、
他
は
現
在
も
部
落
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
そ
れ
が
江
戸
末
期
に
は
南
武
蔵
一
二
郡
で
八
ニ
ヵ
所
、
北
武
蔵
は
六
郡
で
二
一
二
七
カ
所
と
い
う
数
に
激
増
致
し
ま
す
。
乃
ち
北

　
　
は
南
の
約
四
倍
で
す
。
然
し
人
籍
の
方
は
南
が
二
八
七
七
戸
で
北
三
〇
四
七
戸
で
す
か
ら
、
ほ
ん
ど
同
数
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い
で

　
　
し
ょ
う
。
即
ち
北
は
四
戸
五
戸
と
い
う
山
番
野
番
が
大
半
で
、
部
落
の
数
は
多
い
の
で
す
が
、
人
口
は
　
い
の
で
す
。
但
し
爾
の

　
　
方
に
は
東
京
五
ヵ
所
一
二
三
戸
は
除
い
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
国
も
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
そ
の
個
所
を
倍
加
し
た
も
の
で
、
そ
の
母
胎
は
中
世
の
皮
作
り
で
す
。
街
道
筋
で

　
　
は
な
く
、
よ
く
よ
く
尋
ね
な
い
と
分
ら
な
い
よ
う
な
山
奥
の
も
の
が
大
半
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
人
々
は
全
く
賎
業
と
謂
っ
た
業

　
　
種
に
は
関
係
は
な
い
の
で
す
が
．
祖
先
が
皮
作
り
で
あ
り
．
戸
籍
が
親
方
に
あ
り
ま
し
た
丈
で
、
弾
左
衛
門
の
絆
に
か
た
く
縛
ら



　
　
れ
て
し
ま
っ
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
か
ん

　
　
　
昭
和
六
年
で
し
た
。
大
里
郡
静
寛
院
原
の
部
落
を
訪
ね
ま
し
た
時
に
、
お
頭
の
当
主
は
七
二
才
の
老
女
で
し
た
が
、
「
ど
う
い
う

　
　
　
　
　
し
た
ヤ
つ

　
　
わ
け
で
下
谷
（
部
落
名
）
の
も
の
だ
け
が
、
賎
め
ら
れ
る
も
の
か
、
そ
の
わ
け
が
分
ら
な
い
」
と
嘆
い
て
お
り
ま
し
た
。
父
も
常

　
　
目
頃
そ
れ
を
言
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
と
、
果
て
は
涙
を
流
し
て
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
農
家
一
六
戸
ば
か
り
、
一
村
水

　
　
野
姓
で
す
。

　
　
　
と
に
か
く
南
武
蔵
の
由
番
は
、
一
段
下
級
の
も
の
と
し
て
多
少
賎
規
は
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
そ
の
母
胎
が
異
る
だ
け
で
結

　
　
果
は
大
き
な
違
い
が
出
て
居
っ
た
わ
け
で
す
。

（
2
）
　
被
差
別
部
落
の
諸
規
準

被
差
別
部
落
を
規
定
す
る
場
合
の
規
準
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
の
規
準
を
次
ぎ
に
若
干
挙
げ
よ
う
。

　
①
　
江
戸
時
代
の
賎
民
部
落
を
基
準
と
す
る
（
明
治
以
降
に
な
っ
て
、
他
に
集
団
的
に
移
動
・
移
住
が
あ
っ
た
場
合
も
、
こ
れ
を
追
っ
て
規
定

　
　
し
て
ゆ
く
）
。

②
政
府
お
よ
び
公
共
団
体
の
規
定
に
基
づ
く
。

③
　
学
者
・
研
究
者
の
成
果
に
よ
る
。

④
現
実
に
、
エ
ッ
タ
・
カ
ボ
ウ
・
新
平
民
と
伝
承
さ
れ
る
場
合
を
基
準
と
す
る
。

⑤
　
水
平
社
・
解
放
同
盟
な
ど
の
基
準
に
よ
る
。

⑥
　
経
済
的
劣
位
が
基
準
と
な
る
。

　
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

九
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東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
照

　
現
実
に
、
差
別
・
幾
視
が
存
在
す
る
か
。
否
か
で
差
別
・
区
分
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
ス
ラ
ム
的
・
最
低
生
活
を
し
て
い
る
集
落
が
あ

れ
ば
、
広
義
に
、
こ
れ
を
被
差
別
集
落
と
い
え
る
か
。
日
本
の
ス
ラ
ム
の
多
く
は
、
未
解
放
部
落
の
核
と
な
っ
た
近
世
嬢
民
集
落
と
複
合

す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
賎
民
集
落
が
．
ス
ラ
ム
ヘ
の
転
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
部
落
史
が
．
鋭

く
描
い
て
い
る
。
し
か
し
．
す
べ
て
の
近
世
部
落
が
、
ス
ラ
ム
に
移
行
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
生
活
水
準
の
高
い
旧
賎
民
集
落
は
．

ス
ラ
ム
化
さ
れ
な
い
で
部
落
固
有
産
業
を
前
進
さ
せ
、
近
代
資
本
の
蓄
積
を
続
け
て
い
る
例
も
僅
か
な
が
ら
あ
る
。
ま
た
．
明
治
以
来
．

部
落
内
で
の
階
層
分
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
一
部
の
資
本
蓄
積
者
が
．
前
時
代
的
意
識
を
利
用
し
．
部
落
内
に
他
の
多
く
の
貧
窮
者
を
引

続
き
縛
聾
つ
け
て
．
経
済
外
的
強
制
を
テ
灘
に
し
て
搾
取
を
続
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
、
が
、
部
落
民
は
、
叢
・
の
多
数
は
．
麟
般
祉
会
福

祉
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
江
戸
申
期
以
後
の
江
戸
幕
府
関
係
資
料
に
よ
る
と
、
「
南
撰
要
類
集
・
第
二
入
巻
」
（
東
京
大
学
法
学
部
資
料
・
写
本
）
に
よ
る
と
．
寛
政

一
二
年
（
一
八
○
○
年
）
の
関
東
八
力
国
外
諸
国
に
あ
る
穣
多
頭
・
浅
草
弾
左
衛
門
手
下
家
数
に
つ
き
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
次
ぎ
の
如

く
で
あ
る
、

　
都
合
　
七
千
七
百
弐
拾
軒

　
　
　
　
五
千
六
百
六
拾
四
軒
　
　
長
吏

　
　
内
　
六
拾
壱
軒
　
　
　
　
　
　
猿
飼

　
　
　
　
千
九
百
九
拾
五
軒
　
　
　
非
人

さ
ら
に
．
詳
細
に
み
る
と
．



　
一
、
　
五
千
四
百
三
拾
弐
軒

　
　
　
　
武
蔵
、
上
州
、
野
州
、
常
州
、
下
総
、
上
総
、
房
州
、
相
州
、
甲
州
、
豆
州
、
奥
州
、
駿
州
（
計
＋
二
国
）
ノ
長
吏
家
数

　
一
、
　
十
五
軒

　
　
　
　
弾
左
衛
門
囲
内
猿
飼
家
数

　
一
、
　
四
拾
六
軒

　
　
　
　
武
州
、
上
州
、
野
州
、
常
州
、
下
総
、
上
総
、
房
州
、
相
州
（
計
八
国
）
ノ
猿
飼
家
数

　
一
、
　
七
百
三
拾
四
軒

　
　
　
　
江
戸
府
内
ノ
非
人
数

　
一
、
　
壱
千
弐
百
六
拾
壱
軒

　
　
　
　
武
蔵
、
上
州
、
野
州
、
常
州
、
下
総
、
上
総
、
房
州
、
相
州
、
甲
州
、
豆
州
、
奥
州
、
駿
州
（
計
二
薗
）
非
人
小
屋
数

と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
別
の
資
料
に
よ
る
と
、
文
化
コ
ニ
年
（
一
八
一
六
年
）
八
月
の
弾
左
衛
門
作
成
し
、
文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
年
）
提
出
の
「
寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

九
月
吉
臼
・
右
就
　
御
尋
奉
書
上
候
写
」
に
は
、

　
一
　
私
囲
内
手
下
共
家
数
、
当
時
、
弐
百
五
拾
軒
程
御
座
候
。
人
別
張
面
者
私
方
江
取
置
、
増
減
其
時
々
申
出
候
仕
来
．
一
御
座
候
。
往

　
　
古
私
先
祖
、
鎌
倉
、
一
住
居
仕
候
節
者
、
別
紙
私
由
緒
書
、
一
奉
二
申
上
一
侯
通
、
数
多
支
配
住
候
得
者
、
天
正
年
中
、
被
二
召
出
一
、

　
　
関
八
州
・
頭
役
被
篇
仰
付
一
、
巳
来
、
当
時
、
全
支
配
仕
候
者
、
左
之
通
二
御
座
候
。

　
　
　
都
市
賎
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東
洋

一
　
薇
多

一
　
猿
飼

｝
非
人

一
　
乞
胸

法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

江
戸
表
二
薇
私
囲
内
詩
、
在
方
ハ
所
々
．
一
罷
出
、
長
吏
与
唱
候
場
所
茂
御
座
候
。

右
同
断
、
尤
長
吏
与
者
唱
不
ヒ
申
候
。

江
戸
表
、
蒲
町
方
河
岸
続
、
又
轡
寺
院
内
．
岬
罷
在
候
。
在
方
ハ
所
々
．
岬
罷
在
候
。

江
戸
町
方
・
店
借
請
罷
在
、
右
町
内
人
別
、
一
入
申
候
。
稼
之
業
壽
非
入
手
下
、
吾
私
方
注
茂
人
別
差
出
シ
候
。

二
　
近
世
賎
民
身
分
基
準

　
近
世
賎
民
身
分
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
石
井
良
助
教
授
は
．
「
猿
飼
．
茶
先
．
夙
お
よ
び
乞
胸
」
に
お
い
て
．
次
ぎ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

　
（
凄
）

あ
る
。

　
　
ω
　
役
所
の
取
扱

　
　
ω
　
町
村
役
入
の
取
扱
。
村
に
お
い
て
は
、
村
役
人
が
村
民
を
招
集
の
入
数
に
入
る
か
入
ら
ぬ
か
。
入
っ
た
と
し
て
、
茨
、
の
座
席
は

　
　
　
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
間
題
に
な
る
が
、
簡
単
に
は
、
人
別
帳
の
記
載
の
仕
方
で
よ
く
わ
か
る
。

　
　
⑥
同
村
の
他
の
村
民
ま
た
は
他
村
民
の
そ
の
賎
民
に
対
す
る
関
係
は
ど
う
か
。
同
火
を
忌
む
か
忌
ま
ぬ
か
。
棟
を
同
じ
く
し
て
居

　
　
　
住
す
る
か
、
百
姓
家
に
行
っ
た
と
き
腰
懸
け
さ
せ
る
か
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
素
人
と
通
婚
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

　
　
　
か
し
わ

　
　
㈲
　
頭
を
有
す
る
か
否
か
。
（
こ
れ
は
重
要
な
メ
ル
ク
マ
…
ル
と
な
る
。
）

　
　
⑥
　
家
業
（
業
体
）
と
身
分
と
の
関
係
。



　
以
上
の
基
準
を
当
て
は
め
る
と
穣
多
・
非
人
な
ど
は
、
近
世
賎
民
の
性
格
は
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
証
す
る
こ
と
は
、
省
略
す

る
。

　
東
京
の
被
差
別
部
落
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
、
そ
の
系
譜
を
近
世
に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
近
世
賎
民
の
身
分
的
固
定
化
は
、
近
世
中
期
と
み
て
大
過
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
・
（
6
）

　
賎
民
の
う
ち
で
も
、
繊
多
は
生
得
的
で
あ
る
が
、
非
人
の
場
合
は
、
①
生
得
的
、
②
特
定
犯
罪
、
③
野
非
人
狩
込
（
カ
ブ
ジ
乞
食
か
ら
身

分
的
変
化
を
生
じ
る
）
に
よ
り
非
人
と
な
り
、
一
〇
年
の
間
に
「
足
洗
い
」
し
な
い
と
永
久
非
人
（
抱
非
人
）
と
な
る
。
乞
胸
は
、
職
業
が
賎

民
系
統
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
身
分
と
家
業
の
分
離
が
あ
り
、
身
分
は
町
方
に
属
す
る
。
従
っ
て
、
乞
胸
は
半
良
・
半
賎
民
た
る
状
態
に
お

か
れ
る
。

　
猿
飼
の
法
律
的
性
質
に
っ
き
、
弾
左
衛
門
は
、
穣
多
は
、
革
類
の
細
工
を
し
た
り
、
ま
た
は
、
諸
の
商
い
を
し
て
生
計
を
立
て
る
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
、
非
人
は
商
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
物
貰
い
で
生
活
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
猿
飼
の
頭
立
つ
も
の
は
武
家
の
屋

敷
へ
出
か
け
て
い
っ
て
、
馬
の
祈
椿
を
行
な
っ
た
り
、
猿
を
舞
わ
せ
て
鳥
目
（
銭
）
を
貰
い
、
手
下
の
猿
飼
は
、
町
方
を
猿
を
引
き
歩

き
、
こ
れ
を
舞
わ
せ
て
銭
を
貰
う
の
で
あ
る
（
商
い
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
か
ら
、
猿
飼
は
非
人
に
類
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
頭
立
っ

た
連
中
は
、
脇
差
を
さ
し
、
袴
も
着
用
す
る
し
、
手
下
の
猿
飼
も
斬
髪
に
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
こ
の
点
が
非
人
と
違
っ
た
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
。
猿
飼
は
、
身
分
的
に
、
繊
多
と
非
人
の
中
問
に
位
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。
縁
組
は
、
猿
飼
は
、
非
人
や
穣
多
と
は

　
　
　
（
7
）

結
ば
な
い
。

　
特
定
犯
罪
に
よ
る
非
人
手
下
に
お
と
さ
れ
る
の
は
、
御
定
書
百
箇
条
に
よ
る
例
が
あ
る
。
そ
の
第
四
八
条
は
、
「
密
通
仕
置
」
が
規
定
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九
八

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
姉
・
妹
・
伯
母
・
姪
と
の
密
通
を
す
れ
ば
、
男
女
共
遠
国
、
「
非
入
手
下
」
と
あ
り
、
第
五
〇
条
に
、
享
保

七
年
極
を
収
め
、
不
義
に
て
相
対
死
（
心
中
）
し
た
男
女
が
、
双
方
存
命
な
ら
ば
、
三
目
晒
の
上
、
「
非
人
手
下
」
、
主
人
と
下
女
と
相
対

死
を
し
た
が
，
仕
損
じ
た
主
人
が
存
命
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
「
非
入
手
下
」
、
第
五
五
条
、
三
笠
附
博
尖
打
ち
、
お
よ
び
取
退
無
尽
仕

置
に
つ
き
、
取
退
無
尽
頭
取
井
宿
と
三
笠
附
旬
拾
は
、
家
財
取
上
、
非
人
手
下
。
第
七
一
条
、
入
殺
並
疵
附
仕
置
に
、
離
別
の
妻
に
疵
附

た
も
の
は
．
入
墨
の
上
、
遠
国
非
入
手
下
に
処
し
．
第
七
九
条
．
拾
五
歳
以
下
の
者
仕
置
に
、
拾
五
歳
以
下
の
無
宿
者
は
、
途
中
そ
の
外

で
．
小
盗
い
た
し
た
場
合
は
．
非
人
手
下
に
処
し
て
い
る
。

　
な
お
．
穣
多
と
非
人
の
近
世
身
分
法
上
の
、
取
扱
い
に
つ
い
て
は
．
拙
稿
「
江
戸
時
代
に
お
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
ー
身
分
法
上

の
穣
多
の
地
位
漏
（
「
東
洋
法
学
し
創
刊
号
・
収
）
に
譲
ず
る
こ
と
に
す
る
、

三
　
部
落
発
生
学
説

「
未
解
放
部
落
」
（
被
差
別
部
落
）
の
発
生
・
成
立
に
関
す
る
学
説
を
大
ざ
っ
ぱ
に
分
類
す
る
と
次
ぎ
の
六
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

i
　
民
族
起
源
説
（
狭
義
で
は
「
人
種
説
」
）

　
　
　
　
　
シ
　
ナ

　
　
＆
．
　
申
国
・
朝
鮮
帰
化
人
説

　
　
b
、
　
エ
ゾ
説

　
　
c
．
　
ア
イ
ヌ
説



65432
d
、

e
、

f
、

9
、

五
、

。
1
、

オ
ロ
チ
ョ
ン
説

鮭
塑
人
説

イ
エ
ッ
タ
族
説

エ
フ
タ
ル
族
説

ヘ
ブ
ラ
イ
人
説

原
臼
本
人
説
（
原
住
日
本
人
説
）

職
分
起
源
説
（
社
会
経
済
史
的
に
み
て
、
職
業
分
化
以
前
の
職
能
者
か
ら
起
源
を
求
め
る
説
。
）

職
業
起
源
説
（
職
業
分
化
が
行
な
わ
れ
た
以
後
に
発
生
し
た
階
層
を
間
題
と
す
る
。
）

宗
教
起
源
説
（
穣
タ
ブ
ー
説
を
含
む
。
）

権
力
説
（
制
度
説
・
分
裂
支
配
説
）

法
民
俗
説

各
学
説
に
つ
い
て
の
紹
介
と
批
判
は
別
稿
に
譲
ず
る
。

わ
た
し
の
近
世
賎
民
・
部
落
民
を
と
ら
え
る
学
説
と
し
て
、
三
つ
の
説
の
組
み
合
せ
（
鼎
説
）
を
唱
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、

　
①
　
穣
多
・
非
人
制
を
法
史
学
的
に
と
ら
え
た
「
法
権
力
説
」
で
、
こ
れ
は
、
経
済
関
係
を
下
部
構
造
と
し
て
打
ち
立
て
る
。

　
②
　
明
治
以
降
の
未
解
放
部
落
は
、
封
建
遺
制
と
し
て
法
民
俗
学
的
に
と
ら
え
る
説
、
す
な
わ
ち
、
法
民
俗
説
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
れ

　
③
　
そ
れ
ら
賎
民
を
さ
さ
え
る
も
の
と
し
て
、
稼
の
思
想
を
も
っ
て
す
る
タ
ブ
ー
説
（
宗
教
説
）
を
用
意
し
て
い
る
。
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①
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
咽
考
察
」
（
「
東
洋
法
学
」
創
刊
号
．
収
）
が
あ
9
、
②
に
は
、
拙
稿
「
未
解

放
部
落
の
法
民
俗
的
性
格
」
（
「
民
間
伝
承
」
・
臨
王
ハ
一
・
収
）
、
③
に
は
、
拙
稿
「
人
間
賎
視
の
構
造
的
諸
問
題
」
（
「
東
洋
学
研
究
」
第
一
号

・
収
）
お
よ
び
同
「
糠
の
タ
ブ
ー
と
近
世
賎
民
秩
序
t
宗
教
民
俗
と
法
民
俗
の
接
点
ー
」
（
「
宗
教
研
究
」
．
第
照
○
巻
．
第
一
輯
、
収
）
が

あ
る
の
で
．
．
ご
参
看
を
お
願
い
し
た
い
。

四
　
江
戸
幕
府
の
賎
民
部
落
造
り

　
近
世
の
賎
民
制
は
．
幕
藩
体
制
と
い
う
近
世
封
建
国
家
の
至
上
命
令
に
よ
っ
て
．
法
的
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
．
単
な
る
社
会

習
俗
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
江
戸
幕
府
は
．
武
家
諸
法
度
を
最
初
の
成
文
法
と
し
て
制
定
し
、
以
来
．
着
々
と
武
士
階
級
の
絶
対
服
従
体
制
を
し
き
、
幕
府
・
藩
制

の
基
礎
固
め
に
カ
を
尽
く
し
．
こ
れ
に
次
い
で
、
経
済
的
支
配
の
確
立
を
ね
ら
っ
て
、
農
民
層
の
掌
握
に
努
め
、
こ
の
層
の
支
配
体
制
を

整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
そ
の
層
の
上
に
あ
る
政
治
の
安
定
を
図
っ
た
。
こ
こ
に
、
武
士
と
農
民
と
の
結
合
を
強
化
し
、
さ
ら
に
．
城
下

町
の
発
展
、
道
中
宿
・
駅
の
整
備
の
た
め
、
町
人
層
の
統
制
、
都
市
行
政
の
展
開
に
応
じ
た
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
間
、
中
世
か
ら
の
宗
教
政
策
は
．
一
応
、
社
寺
の
ア
ジ
ー
ル
に
特
権
を
認
め
つ
つ
も
、
次
第
に
、
こ
れ
が
、
既
成
宗
教
の
保
護

（
朱
印
地
、
修
理
、
建
設
事
業
、
寄
進
な
ど
）
、
宗
門
入
別
、
寺
請
制
度
の
確
立
、
僧
侶
の
身
分
、
分
限
、
刑
罰
の
寺
社
法
の
確
立
を
打
ち
出

し
、
神
仏
混
渚
に
よ
る
仏
教
の
優
位
性
を
確
保
し
た
仏
教
の
一
元
的
宗
教
政
策
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
葬
式
仏
教
の
強
化
も
封
建
国



家
の
権
力
に
さ
さ
え
ら
れ
、
寺
院
の
民
衆
に
対
す
る
教
化
外
的
強
制
力
を
も
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
葬
式
に
も
、
都
市
・
町
な
ど
で
は
、
賎

民
お
よ
び
賎
民
的
世
俗
僧
の
活
動
の
場
が
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
法
的
構
造
は
、
商
工
業
者
に
ま
で
及
ぼ
し
、
は
じ
め
て
、
余
裕
を
も
っ
て
、
近
世
封
建
制
の
再
整
備
期
た
る
江
戸
中
期

に
、
階
層
制
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
は
、
享
保
期
の
一
連
の
改
革
の
波
に
乗
っ
て
、
穣
多
に
よ
る
賎
民
支
配
の
体

制
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
近
世
賎
民
制
は
、
そ
れ
自
体
が
、
制
度
と
し
て
近
世
国
家
に
よ
っ
て
封
建
基
本
法
に
照
ら

し
た
合
憲
性
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
突
き
崩
す
こ
と
は
、
治
安
上
の
犯
罪
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
「
差
別
さ
れ
る
部
落
」
の
解
放
政
策
は
、
幕
末
に
、
す
で
に
、
長
州
征
伐
の
賞
典
と
し
て
、
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
、
解
放

が
企
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
目
的
を
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
廃
藩
置
県
の
行
わ
れ
た
年
、
っ
ま
り
、
明
治
四
年
に
、
解
放
令
が
出
さ
れ
た
。

　
結
局
、
近
世
に
お
い
て
、
幕
府
が
、
法
的
措
置
で
制
定
し
た
賎
民
の
身
分
・
職
業
制
が
、
新
政
府
（
明
治
政
府
）
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
江
戸
時
代
（
近
世
）
の
身
分
を
意
識
し
、
そ
れ
を
伝
承
す
る
こ
と
に
ょ
る
差
別
は
、

法
的
に
許
る
さ
れ
ず
、
ま
た
、
近
代
国
家
体
制
下
で
は
、
許
る
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
残
存
し
、
民
俗
的
に
伝
承
し
て
き
て
、
こ
こ
に
社
会
問
題
・
人
権
問
題
化
し
て
き
た
。
特
に
、
大
正
二
年

（
一
九
二
二
年
）
三
月
三
目
、
全
国
水
平
社
創
立
に
よ
り
、
下
か
ら
の
盛
り
あ
が
り
も
あ
り
、
以
来
、
国
家
・
地
方
公
共
団
体
と
部
落
民
と

の
上
下
双
方
か
ら
の
差
別
と
い
う
壁
を
突
き
崩
ず
す
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
か
く
て
、
戦
後
は
、
政
府
か
ら
の
同
和
事
業
、
「
未
解
放
部
落
民
」
を
中
核
と
す
る
部
落
解
放
同
盟
の
活
澱
に
し
て
、
精
力
的
な
運
動
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史
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一
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が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
，
国
は
、
社
会
福
祉
・
社
会
事
業
の
体
系
に
お
い
て
同
和
地
区
対
策
が
行
わ
れ
、
部
落
解
放
同
盟
は
、
社
会
運
動
の
一
環
を
担
当

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
活
動
が
、
一
つ
の
軌
道
の
上
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
点
が
そ
の
解
放
上
の
方
法
論
で
、
根
本
的
に
対

立
し
て
い
る
。
し
か
も
な
お
、
現
実
の
場
、
す
な
わ
ち
．
地
方
行
政
面
で
は
．
一
応
．
共
同
の
場
で
対
策
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

五
　
明
治
被
差
別
民
解
放
令
と
東
京
・
浅
草
「
部
落
」
の
解
体
・
近
代
化

　
（
1
）
　
明
治
被
差
別
民
解
放
令

　
明
治
新
政
府
は
、
維
新
の
事
業
の
重
要
な
一
環
と
し
て
．
四
民
平
等
の
ス
撰
ー
ガ
ン
を
掲
げ
．
封
建
的
身
分
制
の
打
倒
を
浄
、
の
政
策
の

基
本
に
挙
げ
て
、
遂
行
し
て
い
っ
た
。

　
封
建
制
の
身
分
関
係
に
お
い
て
、
最
下
層
に
位
し
た
、
封
建
的
賎
民
が
．
明
治
四
年
に
解
放
さ
れ
た
。

　
明
治
四
年
八
月
二
七
日
．
太
政
官
布
告
で
、

　
　
O
　
穣
多
非
人
等
之
称
被
財
廃
候
条
、
自
今
身
分
職
業
共
、
平
民
同
様
タ
ル
ベ
キ
事

と
、
発
令
さ
れ
、
穣
多
非
人
等
は
．
平
民
籍
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
四
β
前
の
壬
二
日
に
は
、
太
攻
官
布
告
は
、
華
族
と
平
民
と
は
、
相
互
に
結
婚
で
き
る
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
華
族
琴
平
民
、
一
至
ル
迄
、
互
婚
姻
裸
差
許
一
候
条
．
双
方
願
．
岬
不
炉
及
、
其
時
々
戸
長
へ
可
扇
出
一
事



と
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
賎
民
の
風
俗
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
明
治
四
年
二
月
二
九
日
・
東
京
府
達
で
は
、

　
　
府
下
賎
民
共
衣
類
不
レ
著
裸
体
、
一
テ
稼
方
致
シ
、
或
ハ
湯
屋
へ
出
入
候
者
モ
間
々
有
財
之
、
右
ハ
一
般
ノ
風
習
ニ
テ
御
国
人
ハ
左
程
相
軽
シ
メ
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
航

　
　
申
候
（
中
略
）
自
今
賎
民
タ
リ
ト
モ
、
決
シ
テ
裸
体
不
二
相
成
一
候
条
、
稼
方
二
付
衣
類
ヲ
著
シ
不
便
ノ
者
ハ
半
纏
又
ハ
股
引
腹
掛
ノ
内
、
相
用
ヒ
、

　
　
全
身
ヲ
不
レ
顕
様
、
屹
度
、
相
慎
、
、
、
可
フ
申
云
々

と
、
外
国
人
の
手
前
、
非
文
明
国
と
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
命
令
し
て
い
る
。

　
同
年
一
二
月
一
七
日
、
太
政
官
日
誌
に
は
、

　
　
華
、
士
族
、
卒
在
官
之
外
、
自
今
農
工
商
之
職
業
相
営
候
儀
、
按
差
許
一
候
事

と
い
う
発
令
で
、
農
工
商
の
職
業
が
、
階
級
的
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
こ
こ
に
職
業
の
自
由
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
賎
民
が
、
近
世
的
形
態
で
、
法
律
（
法
制
）
的
に
確
立
し
た
の
は
、
ど
う
い
う
過
程
を
経
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
特
に
、
そ
う
し
た
賎
民
が
、
部
落
（
集
落
）
を
形
成
し
た
動
向
を
、
江
戸
に
限
っ
て
考
究
し
、
さ
ら
に
、
封
建
遺
制
と
し
て
、
東
京

時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
ど
う
変
化
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
と
り
わ
け
、
次
ぎ
に
、
薇
多
部
落
・
乞
胸
部
落
を
と
り
上
げ
て
み
ょ
う
。

　
（
2
）
　
浅
草
「
部
落
」
の
解
体
・
近
代
化

　
㈲
　
弾
部
落
の
近
代
化

　
繊
多
頭
弾
左
衛
門
の
屋
敷
が
あ
る
囲
内
は
、
近
代
町
制
化
へ
の
狂
瀾
怒
濤
の
う
ち
に
、
っ
い
に
、
臼
本
賎
民
史
上
、
稀
に
み
る
典
型
的

な
「
部
落
」
の
分
解
を
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
は
、
こ
の
地
域
を
同
和
事
業
施
策
の
枠
外
に
お
い
た
。

　
　
　
都
市
賎
民
行
攻
史
の
基
礎
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



搬
多
頭
ー

（
弾
左
衛
門
）

　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
茅
、
れ
と
並
行
し
て
、
乞
胸
部
落
も
完
全
に
解
体
し
て
い
っ
た
の
は
、
芸
能
人
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
伴
っ
て
の
上
で
あ
る
。
し
か

し
、
芸
能
の
職
業
的
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ク
レ
レ
漫
談
で
名
を
な
し
た
、
か
の
牧
伸
二
が
、
な
お
、
「
河
原
乞
食
」
の
罵

声
を
受
け
た
と
い
っ
て
な
げ
い
た
の
も
、
こ
う
し
た
歴
史
的
糸
に
操
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
⑧
　
東
β
本
の
賎
民
支
配
の
大
拠
点

　
江
戸
時
代
（
近
世
）
に
、
東
臓
本
の
穣
多
頭
・
浅
草
弾
左
衛
門
の
囲
は
、
台
東
区
今
戸
に
あ
っ
た
。
囲
は
、
総
坪
数
・
壱
万
四
千
七
百

八
拾
四
坪
三
合
○
夕
八
才
で
あ
る
．

　
焼
、
の
支
配
地
は
、
「
新
撰
憲
法
秘
録
」
に
、

　
　
一
、
　
　
多
頭
・
弾
左
衛
門
支
配
場
之
事

　
　
　
関
八
州
井
関
外
は
甲
州
郡
内
・
谷
村
．
駿
州
駿
東
郡
佐
野
村
．
御
厨
村
．
豆
州
之
内
・
千
駄
継
村
に
罷
在
候
も
の
は
、
弾
左
衛

　
　
　
門
支
配
致
、
此
外
、
在
方
に
散
居
致
候
外
下
非
人
・
入
別
は
其
処
之
手
下
小
屋
頭
共
相
改
、
弾
左
衛
門
方
へ
差
出
候

と
あ
9
、
そ
の
支
配
組
織
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
方
組
織
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
穣
多
小
頭
」
穣
多

　
　
　
　
　
蟻
燦
蓼
行
蒸
湿
下
「
菱
小
轟
i
果
塁
丁
小
暑

ー
葬
　
人
　
頭
…
同
小
屋
頭
…
同
小
屋
主
…
小
屋
者

；
猿
飼
頭
i
猿
飼

！
乞
胸
頭
－
乞
胸

（
山
本
仁
太
夫
）



　
⑥
　
弾
左
衛
門
由
緒
書
（
享
保
年
問
書
上
）
伝
承
等
住
居
地

　
弾
左
衛
門
の
家
系
者
の
住
居
地
を
享
保
年
間
の
由
緒
書
お
よ
び
そ
の
後
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
次
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
摂
津
国
・
池
田
ー
ー
鎌
倉
（
治
承
年
問
・
頼
朝
の
許
可
に
よ
り
長
吏
以
王
天
職
支
配
を
す
る
。
）
ー
－
江
戸
・
日
本
橋
・
室
町
辺
（
天
正
一
八
年

　
〔
一
五
九
〇
年
∀
家
康
の
江
戸
入
城
前
に
住
ん
で
い
た
。
）
i
浅
草
鳥
越
町
（
元
鳥
越
町
く
台
東
区
鳥
越
丁
二
丁
目
V
か
ら
幕
命
に
よ
り
移
転
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
ゆ

　
f
ー
山
谷
村
（
穣
多
村
、
正
保
二
年
〔
一
六
四
五
年
〕
、
幕
命
で
、
こ
の
地
に
移
転
さ
せ
ら
れ
る
t
新
鳥
越
町
）
ー
・
亀
岡
町
と
改
称
ー
・
今
戸
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
と
改
め
る
t
・
今
戸
町
と
吉
野
町
に
分
け
て
称
さ
れ
る
。

　
⑪
　
浅
草
等
部
落
系
産
業

　
弾
一
党
は
、
封
建
的
特
権
産
業
は
、
幕
府
解
体
、
明
治
政
府
の
身
分
的
解
放
行
政
に
伴
い
、
特
権
も
失
わ
れ
、
弾
は
、
賎
民
支
配
の
座

か
ら
、
す
べ
り
落
ち
た
。
そ
こ
で
、
購
民
中
、
穣
多
一
党
の
生
活
安
定
の
た
め
、
明
治
軍
国
主
義
の
潮
流
に
乗
り
、
洋
式
皮
革
産
業
を
興

し
た
が
、
そ
の
全
財
産
を
湯
尽
し
て
も
、
つ
い
に
、
不
遇
の
う
ち
に
、
弾
直
樹
は
、
そ
の
努
力
に
報
わ
れ
る
こ
と
全
く
薄
く
、
明
治
二
二

年
七
月
九
日
に
死
ん
だ
。

　
初
代
・
直
樹
（
明
治
に
な
っ
て
、
左
衛
門
を
改
め
る
）
の
長
男
・
祐
之
助
（
二
代
目
）
は
、
父
に
引
き
続
き
、
弾
北
岡
組
に
関
係
し
、
北
岡
の

引
退
後
、
後
任
・
加
田
金
三
郎
と
共
同
経
営
で
、
明
治
三
三
年
八
月
、
弾
北
岡
組
は
、
東
京
製
皮
合
資
会
社
に
、
組
織
が
改
め
ら
れ
、
こ

の
会
社
は
、
そ
の
後
、
桜
組
、
大
倉
組
皮
革
製
造
所
、
旧
合
資
会
社
・
今
宮
製
革
所
と
合
同
し
、
新
た
に
、
資
本
皮
革
株
式
会
社
の
設
立

登
記
が
、
明
治
四
〇
年
四
月
五
貝
に
行
わ
れ
て
、
今
β
に
及
ぶ
。

　
し
か
し
、
日
本
の
近
代
皮
革
産
業
の
祖
・
弾
は
、
そ
の
遠
祖
・
第
二
代
・
弾
左
衛
門
以
下
の
眠
る
墓
所
・
本
竜
寺
（
今
戸
一
丁
量
二
番
）

　
　
　
都
市
賎
民
行
政
吏
の
基
礎
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

に
あ
る
が
、
そ
の
子
孫
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
風
聞
に
よ
る
と
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
と
か
．
あ
る
い
は
、
宮
城
県
仙
台
市
に
お
っ
た

と
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
墓
所
は
、
詣
で
る
人
も
な
く
、
風
雪
に
耐
え
て
い
る
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
一
月
、
浅
草
橋
場
町
に
移
転
さ
れ
る
ま
で
滝
野
川
（
東
京
都
北
区
）
に
あ
っ
た
弾
直
樹
設
置
の
製
革
製
靴
伝
習

所
並
び
に
御
用
製
造
所
は
、
具
体
的
に
は
．
現
在
ど
こ
に
当
る
か
は
、
不
明
慣
、
あ
っ
た
が
、
北
区
の
飛
鳥
山
下
を
流
れ
る
滝
野
川
は
、
今

戸
の
出
谷
堀
（
弾
量
敷
の
側
を
走
る
）
に
通
じ
る
と
い
う
水
利
か
ら
み
て
も
、
船
便
の
利
を
考
え
て
も
、
恐
ら
ど
、
、
か
つ
て
王
子
製
紙
株
式

会
社
の
製
紙
工
場
の
あ
っ
た
敷
地
の
一
部
と
も
い
い
．
王
子
滝
野
川
藤
幕
府
反
射
炉
跡
な
り
と
も
い
う
．

　
何
は
と
も
あ
れ
．
羅
清
・
騒
露
戦
争
と
、
菰
の
期
に
お
け
る
資
本
資
本
主
義
の
め
ざ
ま
し
い
前
進
は
、
明
治
維
新
の
新
し
い
技
法
に
よ

る
皮
革
業
が
、
軍
需
工
業
と
し
て
発
足
し
て
い
る
運
命
の
下
に
、
さ
ら
に
．
都
市
に
お
け
る
一
般
民
需
の
高
ま
り
、
地
方
か
ら
の
注
文
も

集
中
し
．
皮
革
製
品
関
係
産
業
を
発
展
さ
せ
、
こ
の
産
業
に
従
事
し
た
人
び
と
に
と
っ
て
光
輝
や
く
将
来
の
発
展
を
約
束
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ね
　
が
わ

　
皮
革
製
造
は
、
入
谷
町
・
新
谷
町
方
面
に
多
く
散
在
し
た
の
が
．
環
境
衛
生
の
見
地
か
ら
東
京
市
の
命
令
で
、
南
葛
飾
郡
木
下
川
（
墨

照
区
東
吾
嬬
町
。
江
戸
州
放
水
路
が
で
き
る
と
き
に
．
木
下
川
の
地
は
、
葛
飾
区
と
墨
田
区
に
人
工
的
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
）
，
北
豊
島
郡
三
河
島

（
荒
川
区
）
、
葛
飾
区
青
戸
の
地
に
向
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
原
皮
の
加
工
を
し
た
の
で
、
浅
草
は
、
そ
れ
ら
の
諸
地
区
か

ら
の
集
荷
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
製
品
販
売
を
掌
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
は
、
原
皮
加
工
は
．
さ
ら
に
，
そ
の
立
地
を
拡
散

し
、
草
加
市
に
向
っ
て
も
伸
び
て
い
っ
た
。

　
関
東
大
震
災
以
後
は
、
皮
革
の
問
屋
か
ら
靴
だ
け
の
問
屋
が
増
え
た
。
戦
災
で
、
傷
痕
は
大
き
か
っ
た
が
、
戦
後
の
統
制
解
除
は
、
既

製
靴
の
需
要
の
増
大
で
、
そ
の
供
給
源
で
あ
る
足
立
区
．
荒
川
区
に
大
企
業
の
工
場
が
建
設
さ
れ
、
景
、
れ
ら
の
製
品
を
小
売
す
る
者
と
の



間
に
仲
介
す
る
問
屋
の
籏
生
と
な
り
、
台
東
区
だ
け
で
な
く
、
隣
接
区
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
弾
以
来
の
系
譜
を
も
つ
皮
革
事
業
の
展
開
に
対
し
、
履
物
業
、
花
緒
（
も
と
は
鼻
緒
と
書
く
）
、
ヘ
ッ
プ
・
サ
ン
ダ
ル
業
も
、
も
と

亀
岡
町
の
周
辺
に
向
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
製
造
に
従
事
す
る
零
細
職
人
は
、
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
を
含
め

て
分
布
し
、
ま
た
、
旧
赤
線
地
区
の
新
吉
原
に
も
下
請
業
者
や
製
造
者
が
移
っ
て
き
て
い
る
。

　
旧
部
落
系
商
工
業
の
経
営
者
の
下
に
働
く
多
く
の
勤
労
者
も
、
地
方
の
部
落
民
が
大
き
な
数
を
占
め
て
い
る
。
か
つ
て
、
昭
和
三
四
・

五
年
頃
、
ヘ
ッ
プ
・
サ
ン
ダ
ル
職
人
の
上
に
襲
い
か
か
っ
た
、
い
ま
わ
し
い
、
接
着
剤
・
ベ
ン
ゾ
ー
ル
中
毒
禍
に
ょ
る
犠
牲
者
の
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ち

こ
と
は
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
悲
惨
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
神
輿
、
神
楽
用
具
、
太
鼓
業
、
琴
・
三
味
線
の
瓜
・
機
・
皮
張
り
も
、
こ

の
浅
草
の
地
を
基
地
と
し
て
き
た
。

六
　
乞
胸
部
落
と
乞
胸

　
　
　
　
ご
う
む
ね

　
（
工
）
　
乞
胸
の
語
源
と
乞
胸
の
職
業
等

　
乞
胸
の
語
源
に
つ
い
て
は
、

　
家
々
門
に
立
、
施
を
乞
候
儀
、
先
方
の
胸
中
の
志
を
乞
候
と
申
意
に
て
、
乞
胸
と
唱
侯
趣
き
申
伝
候

と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
乞
胸
頭
・
山
本
仁
太
夫
等
に
っ
き
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、

　
　
　
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

一
〇
七



　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
物
）

　
処
、
段
々
、
同
渡
世
も
の
相
増
手
広
．
明
相
成
、
右
家
業
之
儀
者
、
元
来
、
非
人
共
致
来
り
候
稼
二
付
、
以
来
、
右
稼
相
止
候
葡
者
難
儀
、
吾
、

　
依
p
之
右
家
業
之
筋
潔
．
善
七
支
配
可
ぴ
請
申
候
、
得
、
慶
安
年
中
、
御
番
・
石
ケ
谷
将
監
様
御
勤
役
之
劒
、
右
・
礒
右
衛
門
引
連
、

　
善
七
御
願
奉
二
申
上
帰
候
所
、
御
糺
之
上
、
乞
胸
渡
世
筋
之
儀
者
、
善
七
支
配
可
レ
致
旨
．
被
二
仰
渡
一
候
．
得
、
右
礒
布
衛
門
．
乞
胸

　
頭
．
一
致
．
身
分
轡
町
人
．
需
町
宅
致
シ
渡
世
欝
．
善
七
支
配
仕
、
右
・
礒
右
衛
門
よ
り
当
・
乞
胸
頭
・
仁
太
夫
迄
、
相
代
．
相
続
仕
候
。

　
　
　
（
檸
）

　
請
取
申
候
乞
胸
渡
世
相
止
メ
候
節
癬
．
右
鑑
札
相
返
し
支
配
離
耕
申
候
．

　
　
鑑
札
左
之
通
り
、
岬
御
座
候

一
　
乞
胸
頭
、
仁
太
夫
儀
者
先
祖
長
嶋
礒
膚
衛
門
与
申
あ
寺
社
境
内
並
辻
々
明
地
等
二
前
草
芝
居
之
外
、
見
世
者
等
渡
世
い
た
し
罷
出
し
候

一
　
乞
胸
中
間
入
致
し
候
あ
ハ
、
仁
太
夫
方
．
蒲
身
元
相
糺
請
入
立
．
鑑
札
相
渡
し
．
壱
人
前
．
壱
ケ
月
．
四
拾
八
文
宛
．
仁
太
夫
方
江

表

江
戸
判

山
嵐
仁
太
郎
甲

瑠
鼠

長
サ
弐
寸
八
分
幅
壱
寸
八
分
　
厚
サ
四
分



裏

　
　
　
　
　
　
右
丸
之
内
中
与
申
文
字

　
　
　
　
　
　
焼
印
二
御
座
侯

　
一
　
乞
胸
人
別
帳
面
、
善
七
方
江
取
置
、
尚
、
私
ノ
方
江
茂
差
出
、
増
減
之
儀
者
、
毎
月
相
改
、
此
方
江
申
出
候
。

　
一
　
乞
胸
頭
・
仁
太
夫
よ
り
日
々
、
壱
人
宛
、
善
七
方
江
相
詰
、
溜
用
向
、
使
役
相
勤
且
又
、
溜
近
辺
出
火
有
レ
之
候
節
、

　
　
　
宛
、
引
連
、
溜
江
相
詰
申
候
。

　
　
　
　
　
乞
胸
渡
世
、
左
之
通
二
御
座
候

　
　
　
一
猿
若
　
一
仕
方
能
　
一
講
釈
　
一
説
教
　
一
物
読
　
一
綾
取
　
一
江
戸
万
才
　
一
辻
放
下
　
一
操
り

　
　
　
一
辻
勧
進

と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
そ
の
乞
胸
の
渡
世
、
す
な
わ
ち
職
業
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
猿
若
顔
を
染
め
て
狂
言
を
す
る
（
両
国
橋
ぎ
わ
の
広
小
路
で
す
る
）
。

　
　
　
都
市
賎
民
行
攻
史
の
基
礎
考
察

洞
月
訊
　
河
労

　
何
町
何
丁
月

　
　
家
主

㊥
　
誰
店

　
　
持
主

　
　
　
　
　
誰

人
数
弐
拾
人

一
物
真
似

一
〇
九



③②⑧⑦⑥⑤④⑩⑨⑪
　
（
2
）

乞
胸
は
、

に
つ
い
て
だ
け
，
乞
胸
頭
・
山
本
仁
太
夫
、
お
よ
び
仁
太
夫
を
通
じ
て
、
車
善
七
の
支
配
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

仕
形
能
　
能
の
真
似
。

講
釈
本
の
講
釈
を
す
る
。
分
り
や
す
く
語
る
。
こ
の
芸
能
者
を
講
釈
師
と
い
う
。
講
釈
師
見
て
来
た
よ
う
な
嘘
を
い
い
。
，
ー
川

　
　
　
柳
。

説
教
　
説
教
節
．
浄
瑠
璃
に
似
て
、
古
物
語
に
節
を
つ
け
る
。

物
読
　
朗
読
．
素
読
で
．
さ
し
ず
め
．
徳
川
夢
声
の
吉
川
英
治
作
門
宮
本
武
蔵
漏
を
物
語
る
の
と
類
す
る
。

綾
取
　
竹
に
綱
を
つ
け
て
．
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
に
投
げ
て
受
け
と
め
る
業
で
、
e
の
曲
芸
に
類
す
る
．

江
戸
万
才
　
三
河
万
才
の
真
似
を
し
．
年
中
物
貰
い
を
す
る
者
で
．
こ
の
系
譜
の
現
代
の
も
の
は
，
漫
才
師
と
な
っ
た
。

辻
放
下
　
石
な
ど
を
投
げ
て
．
手
玉
を
取
勢
、
曲
受
け
す
る
、
茅
、
の
外
．
手
妻
（
手
麟
）
な
ど
を
す
る
．
こ
れ
は
．
e
の
曲
芸
、

　
　
　
手
晶
師
の
芸
に
受
け
継
が
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
同
時
に
、
非
人
の
芸
で
も
あ
っ
た
。

操
9
　
手
偲
繍
．
入
形
操
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
わ
ゼ
ろ

物
真
似
　
芝
居
（
歌
舞
伎
）
役
者
の
声
色
，
鳥
獣
の
鳴
声
を
真
似
る
。
現
代
の
猫
八
の
芸
や
、
声
帯
模
写
で
あ
り
、
声
色
師
は
、

　
　
　
同
時
に
．
非
入
の
芸
で
も
あ
っ
た
。

辻
勧
進
　
三
味
線
を
ひ
い
て
．
戸
矯
を
廻
り
．
銭
を
乞
う
。

　
乞
胸
の
身
分
・
．
住
居
等

　
　
賎
民
の
う
ち
で
も
、
一
種
特
別
な
も
の
で
あ
っ
て
、
身
分
と
家
業
と
は
．
判
然
と
区
別
さ
れ
、
身
分
は
町
方
に
属
し
、
家
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）



　
乞
胸
頭
・
山
本
仁
太
夫
は
、
下
谷
山
崎
町
｝
丁
目
（
下
谷
区
万
年
町
｝
丁
目
と
な
り
、
台
東
区
に
変
更
し
、
昭
和
四
〇
年
改
正
変
更
で
、
台
東
区

東
上
野
囲
丁
頚
と
な
る
。
）
に
住
居
し
、
そ
の
部
下
の
乞
胸
は
、
下
谷
山
崎
町
二
丁
目
（
下
谷
区
万
年
町
二
丁
目
と
な
り
、
台
東
区
に
改
正
変
更
、
昭

和
四
〇
年
変
更
で
、
台
東
区
北
上
野
一
丁
自
と
な
る
。
）
に
、
そ
の
多
く
は
住
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
下
谷
山
崎
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
和
五
年
乃
至
同
七
年
頃
で
あ
ろ
う
。

　
天
保
改
革
に
際
し
て
、
乞
胸
は
、
そ
の
職
業
が
非
人
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
幕
府
よ
り
次
ぎ
の
如
き
命
令
が
出
さ
れ

た
。　
（
朱
書
）

　
一
　
天
保
十
四
癸
卯
六
月
十
八
目
、
水
野
越
前
守
殿
え
伺
之
上
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
谷
山
崎
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
持
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞
胸
頭
　
仁
太
夫

　
　
　
此
者
共
儀
、
職
業
之
儀
ハ
歌
祭
文
之
物
真
似
等
致
し
、
乞
銭
い
た
し
来
、
、
非
人
同
様
之
渡
世
二
付
市
中
之
住
居
為
財
致
候
あ
二
無
レ
之
候
間
、

　
　
　
今
般
、
浅
草
竜
光
寺
門
前
之
場
所
替
申
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
要
拾
遺
）

　
こ
こ
に
、
浅
草
竜
光
寺
門
前
と
は
、
現
在
の
台
東
区
松
ガ
谷
二
丁
目
で
、
地
内
に
、
矢
先
稲
荷
神
社
が
あ
っ
て
、
こ
の
地
は
、
里
俗
に

　
ど
う
ま
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

「
堂
前
」
と
い
わ
れ
る
。
堂
前
に
つ
い
て
「
御
府
内
備
考
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
門
堂
跡

　
　
　
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一

　
　
浅
草
坂
本
町
及
新
寺
町
竜
光
寺
の
辺
、
な
ぺ
て
堂
地
な
り
し
と
云
。
よ
り
て
今
も
そ
の
地
を
里
俗
堂
前
と
称
せ
り
。
按
に
射
術
の
達

　
　
人
・
吉
田
出
羽
守
重
攻
六
代
の
孫
・
粂
助
重
信
（
割
注
略
）
壮
年
た
り
し
頃
、
寛
永
二
十
年
四
月
二
十
二
β
、
此
三
十
三
問
堂
落
成
し
、

　
　
台
命
を
蒙
り
射
始
の
式
を
執
行
す
と
い
へ
り
。
其
後
、
元
禄
十
一
年
類
焼
せ
し
時
、
堂
地
御
用
と
し
て
召
上
ら
れ
、
代
地
を
今
の
深

　
　
川
八
幡
辺
に
て
賜
い
し
と
な
り
（
下
略
）
。

と
あ
る
。

結

言

　
東
京
の
被
差
別
部
落
、
乞
胸
部
落
は
、
明
治
の
ス
ラ
ム
形
成
の
核
を
な
し
、
ま
た
、
非
人
・
乞
食
の
集
結
地
も
、
拡
散
し
、
点
て
ん
と

府
内
の
各
所
に
存
在
し
、
さ
ら
に
分
裂
を
続
け
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
都
市
の
暗
い
谷
問
と
な
っ
て
、
都
市
社
会
問

題
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
明
治
の
ス
ラ
ム
は
、
大
正
大
震
火
災
の
下
町
方
面
の
壊
滅
的
消
滅
と
人
的
な
周
辺
移
動
や
、
戦
災
に
よ
る
山
手
・
下
町
の
大
規
模
の
消

失
を
も
た
ら
し
、
新
し
い
ス
ラ
ム
形
成
期
を
迎
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
近
代
ス
ラ
ム
史
の
初
期
に
お
け
る
明
治
の
東
京
市
内
の
主
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

ス
ラ
ム
を
次
ぎ
に
掲
げ
て
、
近
世
の
繊
多
・
非
人
・
乞
胸
・
乞
食
住
地
と
の
関
係
を
追
求
す
る
た
め
の
参
考
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
め
が
ね

　
神
田
区
（
三
河
町
、
万
代
、
和
泉
橋
）
。

　
京
橋
区
（
八
丁
堀
、
岡
崎
町
、
向
両
国
）
。



　
芝
区
（
新
網
町
、
浜
松
町
、
三
矯
・
薩
摩
ケ
原
）
。

　
四
谷
区
（
鮫
ケ
橋
、
天
竜
寺
門
前
）
。

　
牛
込
区
（
赤
城
下
、
市
ケ
谷
・
長
延
寺
、
谷
町
、
酒
井
屋
敷
、
講
武
所
の
原
）
。

　
小
石
川
区
（
柳
町
、
伝
通
院
裏
、
臼
山
下
）
。

　
本
郷
区
（
根
津
宮
永
町
）
。

　
下
谷
区
（
稲
荷
町
、
広
徳
寺
裏
町
、
万
年
町
、
山
伏
町
、
竹
町
、
下
車
坂
町
、
豊
住
町
、
佐
竹
ケ
原
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
か
た

　
浅
草
区
（
神
吉
町
、
松
葉
町
、
安
部
川
町
、
堂
前
、
地
方
橋
場
、
今
戸
、
花
川
戸
、
清
島
町
、
北
濁
原
町
、
芝
崎
町
、
新
谷
町
）
。

　
本
所
区
（
ニ
ッ
目
、
三
ッ
目
、
割
下
水
、
太
平
町
、
亀
島
町
、
外
手
町
）
。

　
深
川
区
（
富
岡
八
幡
、
万
年
町
、
海
辺
大
工
町
）
。

　
こ
れ
ら
の
ス
ラ
ム
が
、
木
賃
宿
・
ド
ヤ
街
の
フ
…
テ
ン
的
流
浪
民
を
結
集
し
た
地
域
を
も
発
展
さ
せ
、
後
者
は
、
浅
草
・
山
谷
の
ド
ヤ

街
を
代
表
的
存
在
と
し
て
成
長
さ
せ
、
大
阪
・
釜
ケ
崎
と
と
も
に
、
東
西
臼
本
の
典
型
的
年
中
行
事
の
騒
擾
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

　
以
上
に
挙
げ
た
ス
ラ
ム
所
在
の
町
は
、
す
べ
て
ス
ラ
ム
を
も
っ
て
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
存
在
し
て
い
た
点
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

（
i
）
　
菊
池
山
哉
「
別
所
と
特
殊
部
落
の
研
究
∵
二
七
五
…
八
頁
。

（
2
）
　
同
書
・
三
〇
九
ー
一
〇
頁
。

（
3
）
　
中
央
大
学
法
制
史
料
研
究
会
編
「
法
制
史
資
料
集
録
・
e
」
（
中
央
大
学
法
学
会
「
法
学
新
報
」
．
第
六
七
巻
・
第
一
〇
号
．
収
）
．
六
九
頁
。

都
市
賎
民
行
致
史
の
基
礎
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
腿

（
4
）
　
石
井
良
助
「
猿
飼
、
茶
兜
、
夙
お
よ
び
乞
胸
」
（
「
圏
家
学
会
雑
誌
∵
第
七
二
巻
・
第
九
号
・
収
。
七
一
ー
三
頁
）
。

（
5
）
　
着
井
、
同
右
・
四
八
頁
。

（
6
）
生
得
非
入
に
つ
い
て
は
、
「
環
斎
紀
闘
」
、
　
「
御
府
内
備
考
」
所
収
の
説
話
が
あ
る
が
、
次
ぎ
に
、
圏
学
院
大
学
教
授
・
文
学
博
士
・
樋
縫

　
清
之
と
綿
谷
雪
両
氏
の
記
述
を
参
考
の
た
め
掲
げ
て
お
く
。

　
④
　
江
戸
の
非
人
頭
・
車
善
七
は
、
家
康
と
同
郷
の
三
河
出
身
燐
＼
家
康
入
府
の
こ
ろ
に
は
、
浅
草
大
川
端
に
非
入
小
屋
を
つ
く
っ
て
住
ん
で

　
　
居
華
、
慶
畏
十
三
年
（
一
六
〇
八
年
）
町
奉
行
か
ら
非
入
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、
浅
草
元
鳥
越
に
土
地
を
与
え
ら
れ
て
、
代
鳶
・
弾
左
衛
門
の
配
下
と

　
　
し
て
善
七
の
名
を
襲
名
し
た
．
し
か
し
．
江
戸
府
下
の
非
入
は
七
三
縢
戸
に
過
ぎ
な
い
か
ら
弾
左
衛
門
の
約
一
割
未
満
の
支
配
力
で
あ
る
、

　
　
門
樋
麟
清
之
「
江
戸
の
非
入
し
（
入
物
往
来
社
屯
歴
史
読
本
し
第
一
〇
巻
・
第
ご
｝
号
二
五
三
頁
滋
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
た
　
　
　
過
鵜
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
よ
う
，
業

　
⑭
　
む
か
し
は
士
農
工
商
の
四
民
以
外
に
．
「
穣
多
」
へ
隣
人
」
と
い
う
二
つ
の
賎
民
階
級
が
構
成
さ
れ
て
い
た
、
被
等
は
．
い
わ
ゆ
る
良
民

　
　
の
入
別
（
戸
籍
）
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
て
．
轍
多
は
糠
多
頭
の
支
配
下
の
入
別
に
入
り
．
非
人
は
、
そ
の
ご
く
一
部
分
の
例
外
を
の
ぞ
い

　
　
て
は
、
す
べ
て
非
入
頭
支
配
下
の
入
別
に
入
っ
て
い
た
、
上
方
で
は
非
人
と
い
わ
な
い
で
も
っ
ぱ
ら
㎜
、
長
吏
レ
と
い
う
、
も
と
よ
り
搬
多

　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
く

　
　
（
上
方
で
は
〔
、
夙
の
者
」
と
い
う
）
と
は
入
別
が
違
っ
て
い
る
。

　
　
　
徽
多
（
夙
の
者
）
と
非
人
（
長
吏
）
は
、
共
に
良
民
と
の
通
婚
を
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
貢
租
の
義
務
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
前
者
が
あ
る

　
　
限
定
さ
れ
た
種
譲
の
業
務
に
よ
っ
て
生
活
の
資
を
獲
た
の
に
対
し
．
後
者
は
原
則
と
し
て
（
若
干
の
例
外
が
あ
る
）
何
等
の
生
業
を
も
い
と

　
　
な
ま
ず
、
た
だ
人
家
や
路
傍
に
至
っ
て
食
を
乞
い
、
銭
を
め
ぐ
ま
れ
る
だ
け
の
不
生
産
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
「
非
人
」
（
長
吏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
じ
ヤ
ざ

　
　
と
は
大
体
に
お
い
て
「
乞
食
」
と
い
う
の
と
同
義
語
に
近
か
っ
た
。
【
綿
谷
　
雪
「
非
人
と
長
吏
」
（
雄
鶏
閣
∴
資
本
生
活
風
俗
史
・
江
戸

　
　
風
俗
・
4
・
社
会
と
世
相
」
・
二
六
三
頁
醸

　
　
　
こ
の
綿
谷
氏
の
記
述
は
、
櫨
多
・
長
吏
・
夙
・
乞
食
の
法
的
区
別
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
江
戸
の
葬
人
頭
拠
点
部
落
（
葬
人
小
屋
）

　
　
①
浅
草
・
非
人
頭
・
車
善
七
・
手
下
三
六
八
軒

　
　
②
　
晶
　
川
・
非
人
頭
・
松
右
衛
門
・
手
下
　
一
三
六
軒

　
　
③
　
深
　
川
・
非
人
頭
・
善
三
郎
・
手
下
　
　
七
三
軒



（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
の
）

（
H
）

　　　　　i3王2、・））た
r　　　 誰

璽助備る

　
東
京
都
台
東
区
「
台
東
叢
書
第
三
集
・
下
谷
浅
草
町
名
由
来
考
し
。

　
「
法
学
新
報
∵
第
六
七
巻
・
第
一
〇
号
・
六
九
ー
七
〇
頁
。
三
隅
治
雄
「
近
世
大
道
芸
人
資
料
働
」
（
「
芸
能
」
第
九
巻
・
第
八
号
・
収
）
。

　
石
井
良
助
「
続
江
戸
時
代
漫
筆
・
江
戸
の
遊
女
そ
の
他
」
・
一
七
…
九
頁
。

　
石
井
「
猿
飼
、
茶
第
、
夙
お
よ
び
乞
胸
」
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
・
第
七
工
巻
・
第
九
号
・
収
・
五
九
頁
）
。

　
寛
政
十
一
年
二
月
二
十
六
目
付
「
乍
レ
恐
以
書
付
一
申
上
候
」
は
、
下
谷
山
崎
町
・
名
主
・
藤
七
が
、
御
番
所
（
江
戸
臨
奉
行
所
）
に
出
し

　
　
　
　
　
　
（
「
政
要
拾
遺
」
収
録
）
。

　
「
御
府
内
備
考
」
（
大
臼
本
地
誌
大
系
・
第
一
巻
・
二
六
七
ー
八
頁
）
。

　
横
山
源
之
助
「
日
本
の
下
層
社
会
」
（
岩
波
文
庫
版
）
。
酉
田
長
寿
編
「
都
市
下
層
社
会
」
（
生
活
社
版
）
。
添
田
知
道
「
亜
蝉
坊
流
生
記
」

　
　
　
．
教
育
者
；
坂
本
竜
之
助
の
生
涯
」
。
原
田
伴
彦
㎜
、
礒
本
封
建
都
市
研
究
」
。
同
「
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

④
代
々
木
・
非
人
頭
・
久
兵
衛
・
手
下
　
　
　
五
軒

⑤
木
下
川
・
非
人
頭
・
久
兵
衛
・
手
下
　
　
七
軒

都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察

一
五


